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価値観は人それぞ

れの主観

価値はどこから来

るか、信念？

価値は個々人を超

えたもの

価値は絶対的（＝

神）なものであっ

て真理→ある

社会生活を営む上

での約束事

「あるかないか」

ではなく「思うか

思わないか」

人間の決めた規範

の上（中）にある

決めるのは自分で

あって、そのこと

により「自由」に

なれる

主観とそうでない

もの

その人がその人の

立っているところ

で決まってくる

満足度、効用は人

によって違う

真・善・美→個人が

感じること

労働価値説→労働は

商品を生み出す

使用価値（有用

性）→欲求を満たす

商品として交換し

よう（売ろう）と

した途端に抽象的

な価値（交換価

値）に化ける 価値のあるなしに

絶対はない

価値は人それぞれ

で違う→まず親、祖

父母の反発により

自己形成

人の境遇によって

違う付加価値→価値

（金）を増やし、

資本を増やすため

に生産

自分が自分で価値

を決める→金のため

ではない価値

金ではなく、自分

が生きるための価

値を

よりよく生きる→人

生の目標

売れそうなもの希

少なもの→モノに支

配される

江戸時代以前は米

がいちばんの価値

の源泉だった

自然の中で生かさ

れて生きるという
フジテレビ中井問

題→一昔前であれば

問題にならなかっ

た

男女関係→日本では

儒教の影響大

明治以前、日本の

祭りでの男女関係

はおおらかだった

「みんなちがって

みんないい」金子

みすゞ

相対主義の文学的、

詩的表現

相対主義だとどう

なるか

正しいものなどな

い、真理などない→

強者の意志が法律→

力こそ正義人間はすべてのも

のの尺度

トランプ大統領を

選んだアメリカ→気

まぐれに振り回さ

れいつ自分が悪人

にされるかビクビ

ク→正しい

プーチン大統領→頭

のいい指導者→異論

を言うと何される

かわからない（投

獄、殺される）→正

しい

宇宙の生成→ビッグ

バン→神か

それと自分がどう

かかわっているか

宗教間の争い、お

互いに信念を持つ

全てを物質によっ

て説明しようとす

る科学主義→もう一

つの信仰

人間とは何か、人

生の意味とは何か

という問い

自然科学だけでは

不十分、説明不可



80億人の人間がい

れば80億の世界が

あり意見がある

個々の人が思う価

値観と社会的な価

値とは次元が違う

分断に疲れる→仲

間内の世界に閉じ

こもる→教団化

意見の異なる人とは交わら

ず、議論せず、自分が安心

できる場所で、自分の聞き

たい話しか聞かない

他の人にも妥当す

る正しさを、神の

ような外的な権威

によらず自分で創

る

独りよがりになら

ないためには他者

の視点が必要→対話

相手との違いを認

めたうえで、協働

して吟味し合う

対話による相互承

認

意見がぶつかる→対

立と衝突

相互信頼はどうし

たら可能か

見たままを信じら

れない→どこにアク

セスすればよいか
ロシア、ウクライ

ナ

マスコミ情報も裏

側をよく見て判断

情報の扱い方、

ファクトチェック、

情報リテラシー教

育必要

こういうことにし

て行きたいという

ことがないと意味

がない

教師の主観が反映→

対話が重要

価値には絶対はな

い
個人の価値観はそ

れぞれ多様

社会においては普

通、当たり前とい

う価値が必要だれかが行かせて

いると感じる

この国をどうした

いというビジョン

のようなもの

信じられないこと

だけれど正義は簡

単にひっくり返っ

てしまう。ひっく

り返らない正義っ

てなんだろう。

お腹を空かせて

困っている人がい

たら一切れのパン

を届けてやること

だ（NHK朝ドラ

「あんぱん」）

人間が有限である

ことを受け入れた

うえで、この混迷

から出られなくて

も出ようともがき

続ける

共に考えながら共

存への道を探し続

けること


